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   Oleandomycin, one of the new antibiotics discovered in the Pfizer Laboratories, was 
used for both research and clinical studies. 
   Results : 
   1) As shown in table 4, Oleandomycin revealed an activity against strains of micro-
coccus pyogenes var. aureus 209P which had become resistant in the laboratory to Peni-
cillin, to Streptomycin, to Chloramphenicol, to Oxytetracycline, to Tetracycline or to 
Erythromycin. 
   2) As shown in table 5, Oleandomycin revealed no cross resistance with Penicillin, 
Streptomycin, Chlortetracycline and Oxytetracycline. 
   3) As demonstrated in figure 1, the concentration of Oleandomycin in serum 
followed by oral administration to healthy adults on a dosage of 500 mg presented its 
peak two or three hours after the administration and its activity was demonstrated at 
the end of six hours yet. 
   4) As shown in table 6, Oleandomycin was successfully used in the treatment 
for urinary tract infections, including 8 cases with acute gonococcal urethritis, 5 cases 
with non-gonococcal urethritis, 3 cases with cystitis, 3 cases with pyelitis and 1 case 
with pyelonephritis. No side-reaction was recognized against this autibiotic compound, 
so far as this study was concerned.
　01eandomycin(P,　A.105,　Matromycin(R))
にPfizer社で発見 されたStrePtomyces　a11-
tibioticusの一菌株の産生す る新抗生 物質 で
ある.我 々は 日本抗生物質学術 協議 会 より本 剤
















本剤 は物 理 化 学 的 性 質 に於 て はErythromycin・
carbomycin抗生 物 質 群 に入 る.本 剤 は他 の既 知 の



























































































































































1.試 験 管 内成 績
1)試験 管 内 に 於 て各 種 抗 生 物 質 に耐 性 を獲 得 した
Micrococcuspyogellesvar.aureus209Pを用 い
て本 剤 の最 少 阻止 濃 度 を測 定 し た.即 ちPenicilli・n,
Streptomycin,Chloramphenicol,Oxy-tetracy-
cline,Tetracycline,Erythromycinを用 いて各
々 の ブ イ ヨ ソ倍 数 稀 釈 列 を作 り,こ の夫 々に あ らか じ
め普 通 ブ イ ヨ ンに37。C,24時 間 培 養 した209Pを1
白金 耳 宛 加 え,之 を37。C,24時間 培 養 し た後,叉 抗
生 物 質 稀 釈 列 の最 高 濃 度 に 生 え た もの を さ らに次 の稀
釈 列 に1白 金 耳 づ っ 加 え て 培・養 し,之 を く り返 して耐
生 株 を 得 た.原 株 の 上 記抗 生 物質 に 対 す る感 受 性 は第












































































こ の様 に して10代継 代 に よ り得 られ た 耐 性 株 の各 種
抗 性 物 質 に対 す る感 受性 はPenicillin耐性 株 はPe-
nicillinに対 し1.25mcmcg/cc(原 株 の32倍),
Streptomyoin耐性 株 はStreptcmyci11に対 し63
mg/cc(原株 の20,000倍),Chloramphemicol耐
性 株 はChloramphenicoltlこ対 し2.5mcg/cc(原
株 の2倍)・Oxytet・acyclin・耐 性 株 はOxytet-
raeyclineに対 し5.Omcg/cc(原 株 の16倍),
Tetracycline耐性 株 はTetracyclineに対 し0 .63
mcg/cc(原株 の2倍),Erythromycin耐 性 株 は
Erythromycinに対 しO.16mcg/cc(原株 の20倍)
で あつ た.こ れ らの 耐 性 株 のOleandomycinに 対
す る感 受 性 は第4表 に 示 す 如 くで あ る.




















即 ちStreptomycin耐性 株 にや や 感 受 性 の低 下 が
見 られ た のみ で,こ れ らす べ ての 耐 性 株 は 本 剤 に 対 し
て 耐 性 を 示 さ な か っ た.
ii)本学 泌 尿 器 科 教 窒 の外 来 及 び 入 院 患 者 の尿 及 び
尿 道分 泌 物 中 よ り分 離 培 養 したM.pyog.var.aur.
の9株及 びalb・4株に っ き各 種 抗生 物 質 に 対 す る感 受
性 テス トを行 っ た.Penicillin,Streptomycin,Ch-
loramphenico1,Chlortetracyclineに対 す る感 受
性 は 感 受 性 デ ィス ク(栄 研)を 用 い,01eandomy-














cycline,Oxytetracycline等に 強 い 耐 性 を示 す も
のが 半 数 以 上 に認 め られ たが 本 剤 に 対す る耐 性 株 は認 .














































































































































症 例6,N.Y.35才6急 性 尿 道 淋



























































球 と共にブ ドウ球菌を認めた.培 養及び感受性 テス ト
の成績では,M.pyog.var.aurにてOxytetracy-
clineに強い抵抗性ある事が知られた(第5表No.



















9投与した.約2週 聞後に来院 した 際には,尿 は清
澄,白 血球を認めず,培 養検査にてブドウ球菌を認め
なかつた.副 作用はなかつた.
症 例15.A.Y.48才6・ 膀 胱炎
排 尿 終 宋痛,頻 尿 を主 訴 として来 院.尿 中 多 数 の 白
.血球 と共 に ブ ドウ球 菌及 び 大 腸 菌 を 認 め た.培 養 検 査
の 結果,M.pyog.var.aur.及びlE.colicom-
munisであ ろ だ.本 剤 を毎6時500mg宛 投 与 す る
57
と同 時 にStreptomycinを 毎 日19宛 注 射 した.
Oleandomycin投与総 量 は89(4目),Strepto-
rnycin投与 総 量は79(7日)で あ っ た.排 尿 終 末
痛 は48～60時聞 に て 消失 し,尿 は 清 澄 と な り・白血 球 は
い ち じる し く減 少 し,ブ ドウ球 菌 を認 め な くな つ た.
症 例16,K.S.30才 ♂ 膀 胱 炎
排 尿終 末 痛 及 び頻 尿 を主 訴 と して来 院.膀 胱 鏡 検査
に て膀 胱粘 膜 は全 体 に発 赤 して い る.尿 中 白血 球 と ブ
ドウ球 菌,大 腸 菌 を 認 め た.培 養 検 査 に よ りM.pyo
g.var.aur.及びE.coli.Comrnunisであ る こ と
が知 られ た.前 者 は 感 受性 テス トに てChlor-tetra-
cycline及びOxy-tetracyclineに強 い抵抗 性 を示
し(第5表No.6),01eandomycinに対す る 感 受性
は1.25mcg/ccであ っ た.ま つOleandornycinの
み毎6時500mg宛4日 間 投 与 した.4日 目に は幾
分 自覚 症状 は軽 侠 した が尿 所 見 は変 らなか つ た.以 後












症 例18,S.,H,24才6右 尿 管 結石 症 兼 右 腎孟
炎
上 記 診 断 の も とに 入院,入 院 時 約40℃ の 発熱 が あ
っ た.尿 中菌 培 養 に よ りM.pyog.var.aur.が認
Fig.2














































皿 ま と め
本 剤はPellicillinやErythromycinに似 た
抗 菌 スペ ク トルを有 し,特 に他 の抗生物質 に耐
性 を持 つ ブ ドウ球菌に有効 である ことが特徴 と
されてい る.我 六は この点を確認 した後臨床実
験 を行 つた.即 ちFDA209を 用 いて行 つた実
験 に於 てPenicillin,Streptomycin,Chlora-
mphenico1,0xytetracycline,Tetracycline
Enythromycin等に耐性 を獲得 した ブ ドウ球
菌 はOleandomycinに対 し原株 と同程度 の感
受性 を示した し,又 患者 より分離iした ブ ドウ球
菌 の半数以上 はPenicillin,Streptomycin,
Chlortetracycline,Oxytetracycline等のい
つ れかに強 い抵抗性 を示 した に も不 拘,Olea-
ndomyci11に抵 抗性 を もつ菌 株 を認 め得 なかつ
た.こ の事は,Oleandomycinとこれ らの抗















急性尿道淋に対 しては投与をすべ て2日 と
し,毎6時250mg宛 投与群(総 量29),
毎6時500mg宛 投与群及びその中 間 量 の投
与群に分けて観察したが,毎6時250mg投





て観察 した.こ れらの患者の尿中より分離 した
ブドウ球菌の中には他 の抗生物質に強い抵抗性
をもつものが可成 りあつたが,本 剤を使用する
事により満足すべき結果を得た と思 う.即 ち非
淋菌性尿道炎5例 に対 し毎6時500mg宛2
～4日 間投与 して3例 に著効を見,膀胱炎3例
に対 して毎6時500mg宛4日 間 投 与 を行
い,ブ ドウ球菌感染の1例 には著効,大腸菌 と
の混合感染の2例 の中・1例 には他の抗生物質
との併用により著効を見た.又腎孟炎及び腎孟
腎炎4例 に対 し単独叉は他 の抗生物質との併用
により優れた効果が得 られた.
一般に尿路感染症にはその起炎菌がグラム陰











2 ノ ノ 〃 〃 moderate }
500-250-250-250mg
3 〃 inthefirstday250mgq.i.d.inthe 2,25g 〃 good
一
secondday
4 〃 300mgq.i.d. 2.49 ノ good 一
5 ノ 400mgq.i.d・ 3.29 〃 good
一
6 ノ 500mgq.i,d. 49 ノ good 一
7 ノ 〃 〃 〃 good 一
8 ノ 〃 〃 ノ good 一
9 Non・gonococcal
urethritis
〃 〃 M.pyog.var.alb.good 一
10 〃 〃 〃 M.pyo9.var.aur.good 一
11 〃 ノ 89 〃 good 一
12 ノ 〃 89 〃 moderate 『
13 〃 〃 49 questionable一
14 Cystitis 〃 89
'
M.pyo9.var.aur.good 一
15 ノ 〃 89 M.pyog.var.aur・
E.colicommunis good
一
16 ノ ノ 89・ ノ moderate 一
17 Pyelitis 400mgq.i.d. 6.49 M.pyo9。var・aur。 good 一
18 R`ureterolithia.siswithpyelitis5001ngq・i・d・ 69 〃
馬
good 一
























7)オ レ ア ン ドマ イ シy臨 床 使 用症 例 集(目 本 抗 生
物質 学 術協 議 会)
